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School Priority Goal
「予測が困難な時代を主体的に

生き抜く力を持った生徒を育成する」

～与論島にルーツのある自分に誇りを！～

与論高校のビジョン

学校長挨拶

校長　大倉　秀心

　本校は,「東洋の海に浮かび輝く

一個の真珠」と形容される,県最南

端に位置する与論島に,町民の方々

の切なる願いの下,昭和42年に県立

大島高等学校与論分校として開校し

ました。

　昭和46年には県立与論高等学校と

して独立し,これを機に校章や校歌

などが制定されました。

　平成12年には与論町立与論中学校

との連携型中高一貫教育校の指定を

受け,新たな歩みを刻みながら一島

一校の高等学校としてその役割を着

実に担ってまいりました。

　令和となった新しい時代において

も「好学・創造・親和・不屈」の校

訓の下,良き伝統と爽やかで落ち着

いた校風を継承しています。

沿　革

1967年

　鹿児島県立大島高等学校

　与論分校として創立

1971年

　鹿児島県立与論高等学校

　として独立

2000年

　連携型中高一貫教育校に指定

2016年

　創立50周年記念式典挙行

2019年

　海洋教育パイオニアスクール・

　プログラムに参加

私たちは「生徒の成長」

に責任をもちます。

私たちは,これからの時代に必

要とされる資質・能力の育成

を通して,地域のよりよい未来

づくりに貢献します。

私たちは,学習指導と学習評価

に係る「与論高校モデル」の

質的向上を通して,学校教育全

体の発展に寄与します。

　令和２年度からは「予測が困難な

時代を主体的に生き抜く力をもった

生徒を育成する」を重点目標に掲

げ,教育活動の改善・充実を図って

います。

　本校では「与論島にルーツのある

自分に誇りを持つ」ことを意識させ

ています。他の地域とは明確に異な

る自然や文化が色濃く残る,この与

論島でしか受けられない教育コンテ

ンツをフル活用しながら,与論町や

民間のイベントなどにも積極的に参

加させています。そして,小規模校

であることを逆手に取って,大規模

校の生徒が経験できないことを前の

めりの姿勢で経験して自分たちの存

在価値を高めさせ,新たな時代の担

い手に必要とされる資質・能力の育

成に努めてまいります。














